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府立春日丘高等学校　定時制の課程
准校長　森𦚰　正浩

令和５年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	現在の定時制高校は、多様な背景のある生徒の学びの場としての機能も果たしている。こうした状況を踏まえ、生徒一人ひとりの個性を伸ばし、豊かな人間性を育むと共に社会人基礎力（前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力）を培う教育に努め、次のような生徒を育てることをめざす。
①　さまざまな困難に挫けず、自分なりのスタイルやペースで自己実現をめざす生徒。
②　周囲への気配りを忘れず、思いやりのある態度を備えている生徒。
③　互いを認め合い、共に生きることの大切さを理解している生徒。
④　毎日の生活のリズムを乱さない等、基本的な生活習慣が備わっている生徒。



２　中期的目標
	１　確かな学力の育成と教育システムの改善・充実
　（１）「分かる」「できる」「楽しい」を実感させる授業をめざす。さらに、社会で必要とされる生きた学力を身につけられるようにする。
ア　授業内容や指導方法、学習教材を工夫し、生徒の基礎学力を定着させる。
イ　観点別学習状況の評価の目的を理解し、指導と評価の一体化の観点からPDCAサイクルによる授業改善に努める。　　　　　　　　
　　　　※生徒向け学校教育自己診断における授業に関する項目の肯定率を、令和７年度も75％以上を維持する（R２　73%、R３　73％、R４　82％）。
２　豊かな人間性を持った生徒の育成と生徒の自己実現を支援
　（１）互いに尊重しあう精神を養う。人権感覚を養い、自他の人権を守ることができるようにする。
　　　　ア　ホームルーム活動や学校行事、部活動を通じて自主性を高め、協調性を育てる。
　　　　イ　ホームルームや総合的な探究の時間を活用して人権教育を実施し、人権感覚を養う。
　　　　※生徒向け学校教育自己診断における人権に関する項目の肯定率80％以上を維持する（R２　86%、R３　87％、R４　83％）。
　（２）生徒の課題や背景を踏まえ、生徒からのサインを的確に捉えて適切な対応を行い、生徒の自己実現を支援する。
　　　　ア　家庭との連絡を密にし、基本的な生活習慣を確立させる。また、規範意識の向上をめざす。
　　　　イ　計画的・系統的なキャリア教育を行い、卒業後の進路について考えられるようにする。
　　　　※生徒向け学校教育自己診断における進路に関する項目の肯定率85％以上を維持する（R２　83%、R３　90％、R４　92％）。　
（３）生徒の抱える様々な課題に対し解決へ向けた支援を行い、自己実現へつなぐ体制を構築する。
　　　　ア　支援委員会を核とし、組織的に生徒を支援する。
　　　　イ　SSW、SC等との連携を図り、相談体制を充実する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　※中途退学率を令和７年度には、9.3％以下を目標とする（R２　16.7%、R３　13.9％、R４ 3.2％）。
３  学校運営体制の改善・充実と地域とつながる学校づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　
　（１）組織体制の改善・充実を図り、機能的な運営に努める。
ア　校内研修の実施やOJTにより、教職員の資質を向上させる。
イ　教員一人ひとりの業務負担を考え、学校運営組織の強化及び効率化を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　※教職員向け学校教育自己診断における校務運営に関する項目の肯定率を毎年引き上げ、令和７年度には85％以上にする（R２　85%、R３　80％、R４　83％）。
　（２）保護者や中学校、地域等に、教育目標や教育活動について情報提供を行い、地域とつながる学校づくりを推進する。
　　　　ア　学校Webページ等を活用し、幅広く積極的な情報提供を行う。
　　　　イ　保護者や中学校、地域等との相互理解・相互協力による良好な連携体制の構築を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※保護者向け学校教育自己診断における情報提供に関する項目の肯定率について、令和７年度には90％以上を維持する。（R２　93%、R３　89％、R４　90％）。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和５年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	【全般】
・「学校に行くのが楽しい」の肯定率は68.1％（昨年度比5.7％減）と昨年度より下がった。昨年度まではコロナ禍で学校行事等の中止や制限があったが、今年度はほとんど以前の状態にもどり、生徒の学習活動や学校行事に期待する水準が高まっている様子がうかがえ、次年度につなげたい。
【授業】
・「授業が分かりやすい」の肯定率は91.9％（昨年度比15.0％増）であった。ICTが効果的に活用され、また、授業の開始時に「ねらい」を示し、授業の最後には振り返りを行うことによって、理解しやすい授業ができている。
・「先生に質問しやすい」の肯定率は86.5％（昨年度比1.9％増）であった。学習が苦手でも積極的に生徒が授業に参加できるよう、引き続き、生徒が質問しやすい環境づくりをすすめていく。
【教育相談】
・「担任以外にも気軽に相談できる先生がいる」は、生徒の肯定率79.7％（昨年度比2.8％増）、教員の肯定率90.0％（昨年度比10.0％増）であった。今後も教育相談体制のさらなる充実を図りたい。
・「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」の肯定率は90.5％（昨年度比1.3％増）であった。日ごろからの丁寧な生徒観察により、教職員からの声掛けが適切に行われている。
【部活動】
・「部活動は活発だと思う」の肯定率は79.7％（前年度比3.4％減）であった。部活動加入率は52.7％と下がったものの、コロナ禍で停滞していた部活動が昨年度より活発な状況になっている。

【学校運営】
・「学校運営に校長のリーダーシップが発揮されている」の肯定率が70.0％（昨年度比40.0％増）、「学校運営に教職員の意見が反映されている」の肯定率が80.0％（昨年度比25.0％増）であった。学校運営を組織的に行い、首席会議などの教職員の意見を集約するシステムを再構築することで、納得感のある運営がすすんでいる。
	第１回　令和５年６月30日（金）　18：00～19:10
〇今年度の重点的な取組みについての協議
・ICT活用の充実を目的とする校内研修とは具体的にどのようなものか。
・ICTを活用する授業を普及させようとしているが、授業準備に時間がかかってしまうのではないか。
・すでに小学校等ではSCとSSWは毎日を基本として配置されているが、本校では依然として来校回数は年間で固定されているのか。
・学校の取組みをどのような形で外部にPRしているのか。

第２回　令和５年12月５日（火）　19：00～21:00
〇学校経営計画の評価指標に準じて課題の原因や改善方法を重点的に協議
・学校経営計画の評価指標において趣旨がずれているものがあるのではないか。例えばICTを活用した指導を充実させるために、単に校内研修の回数を増やせばよいのか。
・対人関係の適切な距離感がとりにくい生徒が増えているという出席教員からの意見があったが、授業においてグループワークはどの程度取り入れているのか。
・昨年度までは時間外在校時間(月45時間以上)がのべ13人いたが、働き方改革と部活動参加生徒数の減少もあり、今年度は11月１日現在で０人。成果は出ているが持ち帰り業務をしている教職員はいないのか。

第３回　令和６年２月５日（月）　15：30～17：00
〇学校経営計画の評価指標に準じて課題の原因や改善方法を重点的に協議
・分掌改編を行うのであれば、それがうまく機能しているかどうかを評価する指標をおいてみてはどうか。
・管理項目や評価指標の変遷は協議をするにあたってありがたい。今後も続けてほしい。
・普段の先生方の努力の結果が数値で見て取れる。



３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R４年度値]
	自己評価

	１　確かな学力の育成と教育システムの改善・充実
	（１）「分かる」「できる」「楽しい」を実感させる授業をめざす。
ア　授業内容や指導方法、学習教材を工夫し、生徒の基礎学力を定着させる。









イ　観点別学習状況の評価の目的を理解し、PDCAサイクルによる授業改善に努める。
	（１）



ア・ICTを活用した指導を充実させるために校内研修を実施する。






・相互授業見学、公開研究授業、研修等を通じて、授業力の向上を図る。
　・ICTの活用やグループ学習を取り入れるなど、生徒が能動的に参加する授業展開を行う。


イ・カリキュラム委員会が中心となり、各教科の観点別学習状況の評価についてPDCAを繰り返すことにより指導と評価の一体化をめざす。
	（１）



ア・ICT活用に関する教員向け校内研修を２回実施する。[３回]
・生徒向け学校教育自己診断結果における１人１台端末の活用に関する質問での肯定率80％以上を維持する。[89.7％]
・授業見学週間を２回実施する。[２回]
・授業アンケートにおける「授業に満足している」3.5P以上を維持する。
[3.66P]
イ・教員向け学校教育自己診断結果における授業改善に関する質問での肯定率80％以上。［新規］
	（１）



ア・ICT活用に関する教員向け研修を４回実施。（◎）


　・生徒向け学校教育自己診断における１人１台端末の活用への肯定率は89.2％と高い評価を維持した。（〇）　　


　・授業見学週間を２回（６月、１月）実施し、ICT活用に関する研究ができた。（〇）
　・第２回授業アンケートでの満足度は3.6ｐであった。今後もさらに授業改善への取組みを進める。（〇）

イ・教員向け学校教育自己診断における授業改善への肯定率は90％であった。（◎）

	２　豊かな人間性を持った生徒の育成と生徒の自己実現の支援
	（１）互いを尊重しあう精神を養う。
ア　学校行事等を通じて、自主性を高め、協調性を育てる。



イ　ホームルーム等を通じて人権感覚を養う。

（２）生徒の自己実現の支援
ア　基本的な生活習慣を確立する。規範意識の向上をめざす。











イ　卒業後の進路を考えられるようにする。






（３）支援体制の構築を図る。
ア　組織的に生徒を支援する。








イ　SSW、SC、外部機関等との連携を図り、生徒支援体制を充実させる。




	（１）

ア・部活動体験等の取り組みを通し、部活動への参加を促進する。
・学校行事に生徒の意見を反映させ、生徒の積極的な参加を促す。



イ・計画的に人権教育を実施する。
　 ・差別やいじめ等の未然防止に努める


（２）

ア・基本的な生活習慣を確立するために、次のような取り組みを行う。
　　①登校時のあいさつ運動
　　②遅刻早退時における家庭との連絡連携
　　③日中や休暇の過ごし方についての指導
　　④ネットワークモラルについての指導
　・防災訓練を年２回行うとともに、様々な活動を通して防災意識を高める取り組みを行う。



・授業開始時に「ねらい」や目標を伝えたり、授業の終わりに振り返りを行ったりするなどの工夫することで、授業を集中して受ける姿勢を養う。
イ・計画的・系統的なキャリア教育を行うため、４年間のアクションプランを示した「春定プラン（教員用）」を活用し、進路指導の充実を図る。また、「春定プラン（生徒用）」策定に向けた検討を行う。
　・就労支援に関する外部資源との連携強化を図る。


（３）

ア・支援委員会を核とし、組織的に生徒を支援する。スクリーニングシートの活用等、生徒の実態に応じた支援を考える。


・過去に中退した生徒の原因について分析し、中退防止につながる取組みを引き続き研究する。また、中退後の見通しが立たない生徒数を０とする。

イ・SSW、SCの活用意義、相談事例などを教職員全体で共有することで連携や活用をより効果的に進める。



・SSW・SC通信を活用し、生徒・保護者への情報発信や教職員の理解を深める。
　・外部機関との連携による「自殺予防教育」の共同研究を行うことにより、集団づくりをはじめとするさまざまな面での教員力向上を図る。
	（１）

ア・部活動参加率50％以上を維持する。[68％]
・生徒向け学校教育自己診断結果における行事に関する質問での肯定率85％以上。[体育祭89％、文化祭90％]
イ・生徒向け学校教育自己診断結果における人権に関する質問での肯定率85％以上。[83％]
（２）

ア・教職員向け学校教育自己診断結果における生徒指導に関する質問での肯定率65％以上を維持する。
[65％]
　・生徒向け学校教育自己診断アンケートにおける防災に関する質問での肯定率85％以上とする。
　　［新規］
　・授業アンケートにおける「授業に集中して取り組んでいる」3.5P以上を維持する。[3.69P]
イ・生徒向け及び保護者向け学校教育自己診断結果における進路に関する質問での肯定率85％以上を維持する。
[93.6％、87.1％]
・外部資源を活用したセミ
ナーを複数回実施する［新規］
（３）

ア・生徒向け学校教育自己診断結果における相談に関する質問での肯定率85％を維持する。
[89.7％]
・中退率13％未満にする。
[5.3％] 
中退後の見通しが立たない生徒数を０とする。［新規］
イ・SSWが参加するケース会議を年間25回以上実施する。[28回]
・SSWやSCが参加する支援会議を年間10回実施する。[10回]
・SSW・SC通信を年３回発行。［３回］
　・外部機関との連携による研究について協力ができたか。［新規］
	（１）

ア・部活動体験週間に積極的に加入を促し、部活動加入率は52.7％となった。（〇）
　・体育祭は運動の得意な生徒も苦手な生徒も参加しやすい種目を取り入れ、文化祭は２日間の開催にするなど、生徒の意見を反映させた。生徒向け学校教育自己診断の行事に関する肯定率は、体育祭85.1％、文化祭79.7％であった。（〇）
イ・生徒向け学校教育自己診断の人権に関する肯定率は83.8％であった。（△）




ア・今年度、生徒指導に関するマニュアルを作成し検証を行うことができたことは、生徒指導を組織的に対応できるようにすることに大いに役立った。教員向け学校教育自己診断における生徒指導に関する肯定率は70.0％であった。（◎）

　・防災訓練を２回実施した。生徒向け学校教育自己診断における防災に関する肯定率は91.9％であった。（◎）


　・各授業で「ねらい」を示し、振り返りやチェックテストを行うことで生徒が集中できる環境をつくっている。授業アンケートでの評価は
3.66pであった。（〇）
イ・「春定プラン（教員用）」を活用し、計画的なキャリア教育を実施した。生徒向け及び保護者向け学校教育自己診断における進路に関する肯定率は86.5％、93.5％（〇）


　・外部資源を活用したセミナーを５回実施した。（〇）

（３）

ア・支援委員会を中心に、組織的に生徒の支援を行った。生徒向け学校教育自己診断における相談に関する肯定率は90.5％であった。（◎）


　・中退率7.7％
中退後の見通しが立たない生徒数０。（〇）



イ・SSWが参加するケース会議を16回実施した。
　　（△）

　・SSWやSCが参加する支援会議を12回実施し、生徒の支援がすすんだ。（〇）

　・生徒・保護者への情報発信のため、SSW・SC通信を３回発行した。（〇）
　・地域の相談機関、支援団体等の活用を進めるために、立命館大学、茨木市と連携し、２回の教職員研修と人権講演会を実施した。（〇）

	３　学校運営体制の改善・充実と地域とつながる学校づくりの推進
	（１）組織体制の改善・充実を図り、機能的な運営に努める。
ア　教職員の資質を向上させる。

イ　学校運営組織の強化と効率化。







（２）地域とつながる学校づくりを推進する。
ア　積極的な情報提供を行う。








イ　相互理解・相互協力による良好な連携体制の構築を図る。



	（１）



ア・教職員の資質向上に向け、校外研修の伝達講習や校内での勉強会などを実施する。

イ・「働き方改革」を学校全体で推進させるため、教職員一人ひとりの意識を改革し、時間外在校等時間の縮小を図る。

・運営委員会を中心とした学校運営体制の構築をめざし、目的の明確化および意見交換の活性化を図る。分掌・学年などで振返りや総括を行うことで、学校としての系統的な取り組みを明確にし、PDCAサイクルを確立する。
（２）


ア・学校ホームページによる情報発信の目的を明確にし、生徒・保護者、入学希望者、周辺地域が必要とする情報を適切に提供する。







イ・中学校訪問や中高連絡会等を通し、出身中学校等との連携がより効果的にできる方法を見直す。








・学校教育自己診断や行事でのアンケートなどで保護者の思いや期待を収集し、学校との協力体制の推進に活用する。
	（１）



ア・職員会議後のミニ研修を年間６回以上実施する。[10回]
イ・時間外在校等時間が月45時間以上の数を年間延べ18人にする。
[13人]
・教職員向け学校教育自己診断結果における校務運営に関する質問での肯定率85％以上。[82.5％]

（２）


ア・教職員向け及び保護者向け学校教育自己診断におけるホームページ活用に関する質問での肯定率75％以上。
　　［新規］
 ブログ機能を活用し、部活動や学校行事等を紹介する。80回以上更新する。[112回更新]
イ・中学校訪問および中高連絡会の目的や必要な情報を明確にし、全教員で共有できたか。







・保護者向け学校教育自己診断結果における「子どもは学校に行くのを楽しみにしている」の肯定率80％以上を維持する。[83.3％]
	（１）



ア・トラウマケア（SC）、自殺予防、ICT、就労支援、人権における研修を行った。６回（〇）

　・時間外在校時間等時間が月45時間以上の延べ人数は０人。（◎）


　・分掌・学年などで学校の教育活動についての話し合いが日常的に行われている。学校教育自己診断における校務運営に関する肯定率87.5％（〇）

（２）


ア・教職員及び保護者向け学校教育自己診断におけるホームページ活用に関する肯定率は75.0％、93.5％（〇）
　　ブログでの学校行事等の紹介50回（△）






イ・中学校訪問を１回実施。さらに、中学生の文化祭への参加について中学校を通して呼び掛けるなどの連携をはかった。
　　中高連絡会については２回（４月と10月にそれぞれ２日）実施し、有意義な情報交換を行った。
中高連絡会などの情報について、職員会議等で全教員で共有することができた。
また、教員が茨木市教育センター主催のシンポジウム（８月）や進路保障協議会（６月）でプレゼンを行い、市教育委員会や中学校と連携できた。（◎）
　・保護者向け学校教育自己診断における肯定率は62.5％にとどまった。昨年度まではコロナ禍で学校行事等の中止や制限があったが、今年度はほとんどが以前の状態にもどり、生徒の行事等に期待する水準が高まっている様子がうかがえ、次年度につなげていきたい。（△）



